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南インド通信 4月号: バーチャル・インド準備室、始めます  

 

ナマスカーラ！ベンガルールより初めまして。 

令和 3年度、インドデスク（公益財団法人 大阪産業局 ビジネスサポートデスク・インド）を務め

る大和です。南インド・デカン高原の南端に位置するカルナタカ州ベンガルール市（旧称・バンガ

ロール市）が拠点です。これより、「バーチャル・インド準備室」への参加企業を募集します。 

本稿執筆時点の 4月末現在、大阪は 3回目の緊急事態宣言中、ベンガルールも 1年ぶり 2回目の

ロックダウン下にあります。昨年度の活動は完全リモートで行いましたが、本年度も現時点では同

様の想定です。一年間のトライ&エラーの経験を踏まえて、インドへ実際の一歩を踏み出すプログ

ラムを考案・提供して参ります。過去のセミナー資料等も下にリンクしておきますので、勉強して

みてください。 

日本と桁違いの規模と複雑さを誇るインドは “グローバル” の道場です。欧米・中国・東南アジア

でのこれまでの経験とは異なるアプローチが求められます。人口 13億の巨大な国内市場を前提

に、輸出市場も見据えた「Make in India」政策が進められていますが、そこで生産される製品の

設計や仕様、品質やコストの考え方は、これまで日本企業が経験したことのないものです。 

VUCA (変動が激しく不確実・複雑で曖昧な) の世界では、自ら積極的にガツガツ行く姿勢が求め

られます。インドを通じて “グローバル” に挑戦してみませんか？この「南インド通信」を始め、

セミナーや商談会を企画中です。まずは関心・要望・質問をお寄せください。 

 

< 関連リンク: インド関連Webセミナー＞ 

◎大阪産業局よりインドデスクが委託を受けて開催したもの 

2020年 8月 Withコロナのグローバル戦略〜インド編〜     

 インド入門講座「インドは "グローバル" の道場だ」 

        https://www.sansokan.jp/events/eve_detail.san?H_A_NO=31164 

2020年 11月 海外ビジネスウェブセミナー〜インド実践講座～インドは "グローバル" の道場だ 

 第一部「パートナーの選び方・組み方・その実践」第二部「土俵を変える準備体操」 

https://www.sansokan.jp/events/eve_detail.san?H_A_NO=32150 

◎大阪府・大阪産業局が主催で開催したもの 

2021年 4月 (大阪府・大阪産業局) インドビジネスセミナー ～第１弾～ 

 「有望国インドを知る インドビジネスを考えるにあたってのポイント」 

https://www.sansokan.jp/events/eve_detail.san?H_A_NO=33244 
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< 外部サイト >  

◎インドデスク・Webサイト 

YAMATO Strategic Advisors Pvt Ltd (大和合同会社)  

https://www.yamato.llc/ 

◎大阪産業局よりインドデスクが委託を受けて開催したもの 

令和 2年度オンライン商談会(OSAKA Expo Online) 

https://www.yamato.llc/OSAKA 

◎インドデスクが独自で発信しているコラム(無料) 

 コラム: JUGAADのススメ – 今のインドを知るヒント 

     https://note.com/yamato_jugaad 

◎インドデスクが投稿しているビジネス情報発信サイト(一部会員限定記事あり) 

コラム: ベンガルール通信 (mirai.Response) 

https://mirai.response.jp/article/ 

以上 


